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新品種 ･白ワイン用ぶどう｢ヤマ ･ブラン｣の品種登録

山川 祥秀 ･守屋 正憲 ･穴水 秀教

山梨大学工学部附属発酵化学研究施設ぶどう育種試験地においては､業務の一環として､ワイン

用ぶどうの育種を行っている｡

1978年に行った山ブ ドウ(VilisCoignetiae)を母親とする各種ぶどうの交雑実生株から､山ブ ド

ウの血の入った白ワイン用ぶどうを作出することを目的に､｢戻 し交雑｣を行ったところ､栽培性､

ワイン酒質が優秀な一株を選抜することができ､種苗法第7条第1項の規定に基づ き､品種登録を

行 うこととした｡

この品種は､山ブ ドウを母親とし､ ピノ ･ノワール(VitisvinifeTtZCV.Pinotnoir)を父親 とし

た交雑実生株の一株(育種番号78510502)を ｢戻 し交雑｣の父親(花粉親)として､ ピノ ･ノワール

に交配 した一連の交雑実生株から選抜 したものである｡

品種登録の品種名を ｢ヤマ ･プラン (Yamablan°)｣とした｡

ここに､必要書類である ｢品種登録願｣｢説明書｣｢現地調査表｣｢特性表｣｢試作デ-夕｣の資料

を掲載する｡

品種 登 録 願
平成8年12月 日

農林水産大臣

藤本 孝雄 殿

出願者

住所 〒400 山梨県甲府市武田4丁目4-37
電話番号 (0552)52-1111
氏名又は名称 山梨大学

(代表者氏名) 学長 伊東 壮

代理人

住所

電話番号

氏名又は名称

(代表者氏名)

種苗法第7条第1項の規定においては基づき､次のとおり出願 します｡

1､農林水産植物の種額 果樹 (ぶどう)

2､出願品種の名称 ヤマ ･プラン (Yamablan°)
3､出願品種の育成を した者 3人

氏名 (ふりがな)山川 祥秀 (やまかわ よしひで)

守屋 正憲 (もりや まさのり)

穴水 秀教 (あなみず ひでのり)

4､特定条件下の出願(該当する場合のみ記入)

(1)出願品種が職務育成品種である場合

山梨大学工学部附属発酵化学研究施設ぶどう育種試験地は､各種ワイン用ぶどうの品種特性､栽

培特性､ワイン特性の調査およびワイン用ぶどうの育種を業務としている｡品種登録を申請する当

品種は､業務の一環として育成されたものである｡
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(2)出願品種の育成をした者の承継人が出願 した場合

(承継事由)

(3)既に外国に対 して出願 した品種について出願 した場合

(国名､出願年月日､品種名称及び登録年月日)

(4)同盟国出願又は特定国出願をした者が優先権の適用を受けようとする場合

5､提出物件の目録等

(1)出願品種の植物体の写真 3種類 各3枚

(2)出願品種が種子又は種菌とする場合

提出する種子又は種菌の別及びその量 (○をっけて下さい)

種子 2,000粒 種菌 試験管 5本

(3)種子又は種菌を種苗としない品種の場合

特性を確認できる原木･親株等の維持､保存場所及びその方法

6､添付書類の目録

(1)願書及び説明書

(2)現地調査票

(以下該当 しないものを消去)

(3)使用者等が出願 した職務育成品種の場合

契約･勤務規則等の写 し

(4)代理人出願の場合

委任状

(5)出願品種の育成をした者の承継人が出願 した場合

承継人であることを証する書面

(6)出願品種が2人以上の者によって共同で育成された場合であって､

出願者の全部又は一部が当該出願品種の育成をした者(育成 した者

の一般承継人を除 く｡)である場合､育成をした者の地位の承継(一

般承継を除 く｡)につき当該承継の時における他の出願資格者(出願

品種の出願者となることができるものをいう｡)の同意を得たことを

証する書面

(7)出願者が日本国内に住所及び居所を有 しない外国人である場合

国籍を証する書面(原文及び翻訳文)

(8)同盟国又は特定国に1年以内に出願されている場合で優先権の適用

を受けようとする場合

最先の同盟国出願又は特定国出願があったことを証する書面(原文

及び翻訳文)

(以下該当するものを記載)

(9)試作データ

(10)

(ll)

説 明 書

農林水産植物の種類

出願品種の名称

出願者の氏名又は名称

果樹 (ぶどう)

ヤマ ･ブラン (Yamablan°)

山梨大学

正副各1通

1通

1通

1通

1通

各1通

1､出願品種の植物体の特性

(1)概要

この品種は､山ブ ドウ(VilisCoignetiae)とピノ･ノワール(Vitisviniferacv.Pinotnoir)の交

｢

ー
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雑実生株の花粉を､さらにビノ･ノワ-ルに ｢戻し交配｣ した交雑実生で､両親品種がいづれも着

色品種 (黒果皮色)であるが､黄緑果皮色を呈している｡育成地(山梨県甲府市)において9月中･

下旬に成熟する小粒､小房の中生種で､白ワイン原料用の品種である｡ 樹の拡がり､樹勢は中､

熟梢は太さ中､円で細溝あり､褐色で綿毛はない｡成葉は五角形､3片裂刻であるが裂刻は浅 く､

葉柄裂刻はやや開く､真裏に密な白色綿毛を持っ中型葉である｡花穂は形が複穂円筒､短く､両性

花である｡成熟果房は有岐円筒で150g程度の小房､果粒は黄緑色で円形で1.2gの小型である｡果

汁は特別な香りはなく､糖度が20度以上と高く､酸度がやや高 く0.7g/100ml以上でワイン用に

相応しい｡

発芽期は中で4月20日頃､開花期は中で5月20日前後､成熟期は中で9月中･下旬である｡病害抵

抗性はうどんこ病､灰色かび病､こくとう病には強く､べと病には中で､病害には強い方に属する｡

裂果は見られず､栽培は容易である｡

(2)特性は､別紙 ｢特性表｣のとおり｡

(3)最も頬イ以する対照品種と区別される特性

a.対照品種名 ピノ･ノワール (Vitisviniferacv.Pinotnoir)
山ブドウ (VitisCoig71etiae)

b.区別される特性

｢ビノ･ノワール｣と比較して､

果皮が黄緑色を呈する｡ 白ワイン用の原料品種｡ 葉の大きさがやや大きい｡

葉裏に白色綿毛が密生している｡ 成熟期がやや遅い｡

｢山ブドウ｣と比較して､

果皮が黄緑色を呈する｡ 白ワイン用の原料品種｡ 花の性が完全な両性花｡

葉の大きさがかなり小さい｡ 裂刻があり､裂片数が3片｡ 果房が大きい｡

果汁糖度が高い｡ 果汁酸度がかなり低い

2､固定品種又は交雑品種の別 交雑品種

固定品種にあっては､繁殖の方法

3､出願品種の育成の経過

(1)両親名

母親 ピノ･ノワール (Vitisviniferacv.Pinotnoir)
父親 山ブドウ雌性株×ピノ･ノワール

(2)育成地

山梨県甲府市塚原町1262

山梨大学工学部附属発酵化学研究施設ぶどう育種試験地

(3)育成の目標

唯一ともいえる白ワイン用ぶどうの｢甲州種｣に加えて､さらに特徴ある個性的な白ワイン用ぶど

うを作り出すことを目標とした｡

そのため､山ブドウの血の入った白ワイン用ぶどうが出てこないものかと｢戻し交雑｣を行ってい

たところ､栽培性においてもすぐれ､ワイン品質も優秀な当品種が選抜できた｡

(4)育成の経過(育成期間その他)

1978年6月中旬､山梨県御坂山中に自生する｢山ブドウ｣の雌性株に｢ピノ･ノワール｣の花粉を交

配､同年9月30日に果実を収穫､採種(268粒)､貯蔵 した｡1979年春に播種､発芽(234株､87.3%)･

育苗の過程で､子葉の形と色および幼軸の色が同じ株を無作為に淘汰､1980年春に残した株(34株､

14.5%)を圃場に定植､花穂を持った時点で両性花株だけ(22株 6ヽ4.7%)を残した｡
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その中から､山ブドウの血が入った白ワイン用ぶどうを作るため､裂果がなく､病害に強く､果

房が大きすぎず､小栗粒であるが､果皮色がピンク系の株を選び､｢戻し交雑｣の花粉親(育種番号

78510502)とした｡

1983年6月上旬､｢ピノ･ノワール｣にこの花粉親から採集した花粉を交配､採種(163校)､貯蔵､

播種(1984年春)､育苗､定植(30株､18.4%)､果皮色が黄緑系の株(2株､6.7%)を選抜､この2株に

ついて､栽培特性･ワイン特性などを精査し､栽培特性にすぐれ､ワイン品質にもす ぐれていた1

樵(育種番号8305(78510502))を､種苗登録する価値のある株と判断して､申請することとした｡

(5)(4)における特性の検定の概況

a.栽培地 山梨県甲肘市塚原町1262
山梨大学工学部附属発#化学研究施設ぶどう育種試験地

b.栽培年月及び期間 1989年から7年間

C.栽培の方法(栽培規模その他)

1988年から､育種目標に合った実生株2株を選抜 して､原木のみを平棚仕立てして､栽培特性及

びワイン特性などを5年間にわたり調査し､データの収集を行って来た｡

1993年､その内の1株(育種番号8305(78510502))を優秀品種と判断 し､1994年に高接ぎ株の

作成､1995年に自根苗を作り､1996年から垣根栽培(約25m､25株植え付け)を開始している｡

d.詳 しい内容は添付書類とする(測定数値等)

4､出離品種の主たる用途 白ワイン原料用

5､出願品種の栽培の方法

(l)適応地域

果汁酸度がやや高いが､東北地方までは適応できるものと思われる｡また､病害に比較的強いこ

とから､暖地で降雨量の多い地方でも適応できるものと思われる｡

(2)作型 一般的ぶどう栽培法

(3)その他栽培上の留意事項 ■ 特になし

6､その他 (参考となるべき事項) 特になし
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現地調査表 (果樹)

平成8年12月 日

*1 〔 )のうち該当する方を○で囲んで下さい｡

2 空欄には必要事項を記入 して下さい｡

1 出願品種の種頬及び名称

農林水産植物の種類 果樹 (ぶどう)

出願品種の名称 ヤマ･プラン (Yamablan°)

2 連絡先及び担当者氏名

連絡先住所 山梨県甲府市北新一丁目13-1

山梨大学工学部附属発酵化学研究施設 (0552-20-8604)

担当者氏名 有野 剛

所属 山梨大学工学部附属発酵化学研究施設 会計係長

3 出願品種及び対照品種の試作状況

(1)出願品種の原木はありますか｡

｢ぁる｣場合には､その所在を記入 して下さい｡〔⑬ ､ ない〕
所在地 山梨県甲府市塚原町1262

山梨大学工学部附属発酵化学研究施設ぶどう育種試験地

(2)出願品種を高接ぎした成木(結実 しているもの)あるいは苗木から養成 した成木(結実 し

ているもの)はありますか｡｢ある｣場合には､高接ぎ･苗木の別､樹齢別本数及び所在地

を記入して下さい｡

き.:ttot:

〔㊤ ､ なり樹齢本数 所在地2年生2本発酵化学研究施設ぶどう育種試験地2年生23本発酵化学研究施設ぶどう育種試験地

(3)もっとも類似する対照品種を2品種以上あげ､対照品種として考えた理由を記入して下

さい｡

品種名 ピノ･ノワール 理由 交雑親 (花粉親及び雌性親)

(No.1)

品種名 山ブドウ 理由 交雑親 (雌性親)

(No.2)

(4)(3)であげた対照品種が出願品種と同一園あるいは近隣にありますか｡

｢ある｣場合には､本数､樹齢を言

対照品種名 ピノ･ノワール 〔B L岩鎧 二〇近隣)､ ない〕

詣 u1-D'種名 山ブドウ ㊤ (毎 ､近隣)､ 帥 〕
(No.2)

No.1 本数 3本､ 樹齢 10年生
No.2 本数 2本(雄性株 1本､雌性株 1本)､ 樹齢 4年生
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4 現地調査時期

可能な時期 1997年9月 1日～ 1997年9月30日
最も適 した時期 1997年9月16日～ 1997年9月19日
(区別性が最も明確に判別できる時期)

5 現地調査場所

住所 (〒 400) 山梨県甲府市塚原町1262
山梨大学工学部附属発酵化学研究施設ぶどう育種試験地

交通機関 JR中央本線 甲府駅下車

6(1㌢冨孟孟孟諾 琵警 夕がありますか｡ ㊤ ､ ない〕
｢ある｣場合には､試作データを当方あて1部送付 して下さい｡

(2)出願品種の試作については､県果樹試験場､普及所等に相談 して行 っていますか｡相

談 している場合には､その機関名及び担

〔相談 している､

機関名
､-ifJlit宗.iI.∴ I:ll:iI-.
担当者

7 その他(特に連絡事項がある場合に記入 して下さい｡)

記入 して下 さい｡
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